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第　6　表　　穂　　　相　　　調　　　査

郡山試験地：ササニシキ

4．摘　　要

以上の結果を要約すると，

1．畑苗にRNAを施用することにより乾物重∴乾物

率を増加し生産を促進する。また苗質としての発根力を

良くし，特に高冷地でEDTA・Feを併用した場合そ

の効果が顕著である。

2．施用苗は活着が早く括着後2～3週間の草丈，茎

数の相対生長率が著しく高い。したがって分けつが早ま

る。

3．RNAおよびEDTA・Feを施用することによ

り若干出穂が早まる。

4．RNA施用により収量が増加する。

5．RNA施用によりNの放生産能率が高まる。

6．発根九苗質の券が生かされる環境下で移植後の

生育にプラスに働くことが知られた。

化学薬剤による水稲の生育調整に関する試験

第2報　殺線虫剤処理が水稲生育の良化におよぼす主要因について

佐々木信夫・大川　　晶・千葉　満男

（岩手県農試県南分場）

し　ま　え　が　き

第1報において，殺線虫剤の圃場処理が薬剤の種類の

如何を問わず水稲の生育を明らかに良化し，施用窒素を

2割以上減じてもすでに標準並の生育・収量をあげうる

ような窒素的効果がみられ，かつその翌年度においても

残効が認められること，そしてこれはイネネモダリ線虫

の帝度とはあまり相関のないことを報告した。

元丸畑地を主な対象としていた殺線虫剤が水田にお

いても．その土壌処理の効果が顕著なことは注目に値す

ることで，水稲の祝園培地に特異的な変化を起させてい

ることは推定されるが．その主な瞭因についてはまだ定

説がなく，多くはイネネモダリ線虫密度の低減によると

しているが，全くこの線虫の棲息しない未耕土や畑土壌

による水稲作においてもその処理効果が認められ，一都

には秋落水田において効果が著しく健全田ではその効果

は少ないとし．また一部には硝化菌の激減による肥効の

持続となり．さらには薬剤の刺激効果によるものである

との説をなすものもあり，明確な原因は明らかにされて

いないのが現状である。

われわれが沖培土壌の健全な水田において明らかに認

められた殺線虫剤の効果は，一体如何なる要因が主なる

影響をおよはしているのかを知ろうとして種々検討を加

えたのでその結果を報告する。

2．試　験　方　法

1．供試土壌：岩手県農試県南分場　沖項土壌ならび

に対照土壌

第1表　施　　　肥 量

施　　　　　肥　　　　　量

移　植1竜　直
P205 珪カル 殺線虫剤

注．務（火山灰倍量）
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第　2　表　　薬剤処理効果の要因解析別試験設計

処　　　　理

条 件

沖横　土壌 火　山
灰土壌

実施年次 要

Ⅰ．薬剤処理の予備試験
1．竜直条件

2．イネネモグリセソチュウ
殺減効果の程度，ならびに
硝化抑制剤のセンチュウへ
の影響の有無

3．硝化抑制作用の程度

水　　　田

畑
備　　　　考

予備試験には火
山灰は畑土壌を
用いた。
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第　3　表　　予　備　試　験　成　績

土

＊　施肥15日後定量　　＊＊　水稲刈取後測定

仙　前歴殺線虫剤処理水田土壌：前年D一・D処理を　　　は）前歴無処理水田土密：標準区の土壌をポットに

行ない圃場試験を実施した跡地土壌をポットに　　　　　　充項して供用。

充唄して供凧　　　　　　　　　　　　！3）畑土額：イネネモダリ線虫が棲息しない土壌と
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して供用。

（41湿田土壌：秋落水田土壌として供用。

（5）火山灰土壌：水田および未耕地

（6I　合成土壌：七ソチュウおよび土壌微生物（土壌

有機物も）の轟度に少い土壌条件として供用。
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2．試験規模：2，000分の1アール　ポット　2達制

3．供託品種：フジミノリ

4．処　　理

殺線虫剤　速効性　D－D　　2餌′／ポット（ガ

ス抜き実施）
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N　一　　十　　一　　＋　　＋

無処理　　D－D Di－di

前歴無処理

‾　　十　　一　　十　　＋

無処理　　D－D Didi

前歴D－D処理

水　　　　　田

一　　十 一　　十　　十　　　十　　十　　十

無処理　　D－D Di－di　無処理D－DDiJi

沖　横　　土　壌

第1国　移植条件における薬剤処理の効果

水　　田
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緩効性　DBCP　宜乱ん／ポット

硝酸化成　　Dicyanrdiaide O．49／ポット

抑制剤（比較）　　　　AM O．2g／ポット

5．薬剤処理効果の要因解析別試験設計

3．試　験　結　果

1．薬剤処理の予備試験

予備試験の結果，殺線虫剤の処理効果が明らかにみら

れ収量的に大で，硝酸化成抑制作用が著しく，むしろ

硝化抑制剤のジシアソ，ジアミドより優り，またイネネ

モクリセソチュウの殺滅効果も大であることが知られ
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た。なお，硝化抑制剤はイネネモダリセンチュウに全く

影響をおよはきないことが確認された。

また畑土壌を供用した場合は全くイネネモダリセンチ

ュウが存在しないので，この場合の薬剤処理区の生育良

化は，センチュウ以外の原因によることは明らかなわけ

であり，次年度以降の本試験においてイネネモダリ線虫

の存在しない条件としての畑土壌の供武に理論的根拠を

与えた。

2．圃場処理の残効

窒素的効果の程度

前歴Jト」D処理系列は本年無処理でも無窒素区および

〆へ、b＿一々

r－X－¶－×一X

〆′ムー、つ　か一一か‾小や

X一×＼x xノ＼X／X

永　　田　　　　　東　耕　土

前歴無処理　　　　　　　前歴D－D処理

沖　積　土　壌

等2国　乾直条件における薬剤処理の効果

火　山　灰　土　壌
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窒素加用区共に生

育．収量において

優る傾向がみら

れ，また前歴別に

本年D－D処理し

てもやはり前歴D

一一D処理系列が優

っており，いずれ

も明らか忙殺線虫

剤処理の残効があ

ることが知られ

る。

また，施用窒素

の有無による薬剤

処理の影響をみる

と．無窒素条件に

おいても薬剤処理

系列が顕著に生育

量が優り，収量も

大であるので，窒

素的効果も明らか

に大きいことが知

られる。

これらの成果

は，移椅条件で施

肥後当日代掩，移

植を実施した条件

であるので，施肥

窒素の硝化抑制の

効果は度外視で

き．主として殺線

虫剤処理（および

硝化抑制剤処理）

の影響による土壌

微生物の殺減およ

び交代による湛水
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無処理　D－0処理

窒素加用

移　　　植

無　D一心

無処理　D－D処理

窒素加用

乾　　直

第3国　前歴別および窒素用量別の処理効果の比較

後の窒素の無放化等が主要国と考えられる。

3∴薬剤の種炉による差異

硝化作用抑制の効果

イネネモグリセソチュウの影響

前項の移植条件に対し，乾直条件で苗代からの線虫の

混入の全くない条件において，施肥から湛水までの期間

を充分長く（20日）とり，硝化作剛こよる施肥窒素の硝酸

化成がよく行なわれる状態下で，薬剤の抑制効果をみた

が，いずれの土壌においても薬剤処理のグループは明ら

かに収量性において優っており，硝化抑制の効果が大き

いことが確められた。

特に殺線虫剤のうちでも速効性の工トD剤が緩劾性の

BDCP剤より一般に効果が大きいようである。

なお畑土壌が水田土壌に比し，これら薬剤の処理効果

が顕著である傾向がみられるが，これは畑土壌の方が硝

酸化成菌炉が多いため乾田期間の長い乾直条件では硝



東北農業研究　第10号

tc・′り

6
0
5

0
k
2

0
1
9
1
8
1
7
1
6
り

草
丈
穂
長

0
　
　
　
0

3
　
　
　
2

茎
数

．
＼

0－－■｝一一＜ト‾‾
一〇

ふ　、　×－×一一一X

α一一で一／、一℃

×一一一一攻／×－－・×

ひ一一一ケ一一＜ト一つ

て〉
0、、

X　、　×

0－－－の

ここ’、

71

。＿一々：弐
X　、　－X

′一〇
0・′

・二二；・
0′

・：人－1°

了守

－

■

1

　

　

　

　

ヽ

l

D l．Ju

D
B
C
P

D
－
D

撫
処
理

無

無　D
処　！

理　D

n
 
I
 
D

蕪
処
理

添　加　　　しこし・一一三ン　堆　肥

第4国　合成土壌における薬剤処理の効果

D
 
I
 
D

無
処
理

畑土填



72 東北農業研究　第10号

第4表　水稲板に寄生するイネネモダリセンチュウ数（匹／板10g）

粂

移

理

畑 水 田

化作用が比較的大であることによるものであろう。

このように畑土壌や未耕土の竜直でも殺線虫剤の処理

の効果が明らかなことは．全くイネネモグリセソチュウ

の存在がない状件下なのでイネネモグリセンチ1ウの影
響ではないことが確証された。

そして．むしろ硝酎ヒ成の抑制効果一土壌微生物の殺

菌・交代．無機化はもちろん一が大きいことが確証され
た。

4．薬剤の刺戟効果の検索

土壌微生物の多少の影響

圃場試験（第1報）およびポット試験において得られ

たこれら化学薬剤処理の水稲の生育良化の原因は．自然

土壌を媒介とするために諸要因の錯綜を避けられ難いの

で∴薬剤の吸着能のある培地として東北大農研　高城氏

の合成土壌を供用した。しかし，これでも無菌的には栽

培は不可能であるので，土壌有機物のない，しかも土壌

微生物の極麿に少い条件として用いた。

この供試条件で得られた結果は．従前の自然土壌とは

全く傾向を異にし，無処理区に比して殺線虫剤および硝

酸化成抑制剤処理区は水稲の生育量，収量性において殆

んと差がなく，むしろ同等以下の区もあり，その処理効

果は全くみられない。すなわち．薬剤の化学的または刺

戟的な効果は認められない結果が示された。

これに微生物の極度に少い有放物としてヒューミソ（

泥炭熱処理物）を添化しただけでは薬剤処理区は良化し

ないが，土壌微生物の多い堆肥や畑土壌を添加すると殺

線虫剤処理区が明らかに生育量が優り．収量的にも大と

なってくる傾向がみらられる。したがって土壌微生物の

極度に少い条件で薬剤処理の効果がないことは，薬剤の

や刺戟〃効果ではないということで，広島県鳥試三宅氏

等の短期間の水耕試験による水稲根長の力より結論づけ

られたD－Dが作物生長の刺戟作用ありとする説は，登

熟して収量的に明らかに各種の殺線虫剤において認めら

れた水稲の生育良化の要因としては否定的である。こ

れに対し，土壌微生物の多い条件を与えれば自然土壌ほ

もちろん，合成土壌においても薬剤処理の効果が著明な

ので，さきに土壌微生物の殺菌交代・無機化効果とした

ことの妥当性が実証されている。

4．要　　　　　約

化学薬剤による水稲の生育調整の一環として，殺線虫

剤による水稲の生育良化の主要因を合成土壌を含む種々

の方法で検索した結果，次の結果が得られた。

1殺線虫剤処理土壌は翌年まで残効がある。

2　イネネモクトリセソチュウの校息密度とは直接的な

相関はない。

3　施肥窒素の硝化抑制作用が大である。その程度は

緩効性のDBCPよりも速効性のD－Dの方が大

で，また硝化抑制剤よりも効果が著しい。

4　殺線虫剤処理により窒素的効果が発現する。これ

は土壌微生物相の変化，特にその部分殺菌，交代．

無機化による窒素の発現が大きいことによる。

5　土壌微生物の極度に少い合成土壌では薬剤処理の

効果はみられない。

r　6・殺線虫の薬剤の刺戟効果は認められない。

7　したがってその効果の主要関は硝化抑制作用およ

び微生物の部分殺菌，無枚化による窒素の発現が主

要因と考えられる。


